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１ はじめに 

 IT 化の進展により、図書館では図書だけ

でなくデジタル情報も提供する時代になっ

た。図書とデジタル資料の提供を人的に支

援することが今後の図書館の基本的な機能

となる。 

 
２ 公共図書館におけるレファレンスサー 

ビスの現状 

 小さな図書館では、レファレンスに対応

できる資料は少ないが、利用者とのコミュ

ニケーションによっていか様にも対応でき

る。司書のアドバイスで他館からの借用も

可能である。 

 ビジネス支援は、どの図書館でもニーズ

がある。資料の提供だけではなく、商工会

議所を紹介するなど、ポータルの役割も担

うことができる。ビジネス支援をやってい

るということを大きく掲げ、利用を促すこ

とが大切である。 

 高価なレファレンスブックを購入しても

利用頻度が低く、購入をやめてしまったと

いう図書館の話を聞く。しかし、図書館員

が自らレファレンスブックを使い、利用者

に紹介していくことで、そのレファレンス

ブックは「使える資料」となりうる。 

 元気な図書館づくりにはコミュニケーシ

ョンとフットワークが欠かせない。商工会

議所など外部に足を運ぶことや、館内で利

用者を書架に案内することも大切である。 

 
３ レファレンスサービスを見せていくこ 

との必要性 

 利用者がある主題の本を探している場

合、書架で利用者自らの手で本を取っても

らい、目次を見たり、話をしたりして更に

自分で探してもらうとよい。図書館員は探

し方を見せることで、利用者をサポートす

る。 

 インターネットの情報は責任表示が不明

確なことが多い。一方で本は責任表示が明

確である。図書館ではインターネットと本

を同時に見ることができるため、このハイ

ブリッド活用の有効性を市民に伝えていく

べきである。 

 前職の図書館では「インターネット情報

へのアクセス指南」という市民向け講座を

開催していた。参加者には、ハイブリッド

な活用の有効性、インターネット情報の問

題点、有効サイト、有効な検索方法を知っ

てもらっていた。この講座の講師を務める

ことが、司書の成長にもつながっている。 

  
４ 基本レファレンスブックの発想訓練 

  レファレンスは発想力が大切で、情報源、

レファレンス事例などの知識があれば、利

用者の要望に対応できる発想が生まれる。 

 レファレンスブックの知識は、実際に使

うことによって身につく。『日本大百科全

書』『国史大辞典』『日本国語大辞典』な

どの基本資料を覚えておくと、様々なレフ

ァレンスに対応できる。 

 
５ レファレンス・スキルの向上にむけて 

 我々がやるのは利用者のヘルプではなく

サポートである。その中から自立した市民

への支援と情報リテラシー教育が成り立っ

ていく。 

 
６ おわりに 

 レファレンスは、図書館員の技量が問わ

れるサービスなので非常にやりがいがあ

る。大切なのは、ホスピタリティー、聞く

技術、出典である。また、記録を必ず残す

ことで図書館員としてのスキルアップにつ

なげることができる。 
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